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いつまでも元気に暮らすために･･･

生活支援・介護予防

住まい

地域包括ケアシステムの姿

※ 地域包括ケアシステムは、おおむね３０
分以内に必要なサービスが提供される日
常生活圏域（具体的には中学校区）を単
位として想定

■在宅系サービス：
・訪問介護 ・訪問看護 ・通所介護
・小規模多機能型居宅介護
・短期入所生活介護
・福祉用具
・24時間対応の訪問サービス
・複合型サービス
（小規模多機能型居宅介護＋訪問看護）等

・自宅
・サービス付き高齢者向け住宅等

相談業務やサービスの
コーディネートを行います。

■施設・居住系サービス
・介護老人福祉施設
・介護老人保健施設
・認知症共同生活介護
・特定施設入所者生活介護

等

日常の医療：
・かかりつけ医、有床診療所
・地域の連携病院
・歯科医療、薬局

老人クラブ・自治会・ボランティア・NPO 等

・地域包括支援センター
・ケアマネジャー

通院・入院
通所・入所

病院：
急性期、回復期、慢性期

病気になったら･･･

医 療 介護が必要になったら･･･

介 護

■介護予防サービス

地域包括ケアシステムの構築について

○ 団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年を目途に、重度な要介護状態となっても住み慣れた地域で自分らし
い暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、医療・介護・予防・住まい・生活支援が包括的に確保される
体制（地域包括ケアシステム）の構築を実現。

○ 今後、認知症高齢者の増加が見込まれることから、認知症高齢者の地域での生活を支えるためにも、地域包
括ケアシステムの構築が重要。

○ 人口が横ばいで７５歳以上人口が急増する大都市部、７５歳以上人口の増加は緩やかだが人口は減少する
町村部等、高齢化の進展状況には大きな地域差。

○ 地域包括ケアシステムは、保険者である市町村や都道府県が、地域の自主性や主体性に基づき、地域の
特性に応じて作り上げていくことが必要。

支え合いの地域づくりに向けたガイドライン
Ver.1

















第１層協議体
の役割は？



清瀬市のこれまでの取り組み

2015年 2016年 2018年2017年 2019年

２層CO
配置

2017.10～
１層CO
配置

2016.4～

2015.11～
１層協議体設立

2016.4～
１層協議体内に
２つの部会

2018.10～
２層協議体設立

地域資源・ニーズ把握部会
支え合いバックアップ部会

協議体設立に向けた勉強会 支え合い体験会意見交換会の開催 介護予防の場の立ち上げ



12

会議体 役割 主な取り組み

本会 1. 支え合いの仕組みづくり推進
上の課題抽出と対応策の検討

2. 市内各機関・個人との連携

• フォーラムの開催
• 第２層協議体への参加
• COの活動にあたっての
アドバイス

Ａ部会
（地域資源ニー
ズ把握部会）

1. 地域住民への意識啓発（双方
向講座・ワークショップ）

2. 地域の支え合いの社会資源
（支え合い・地縁）の把握

• 意見交換会の開催
• 地域資源ファイルの作成
• HPの作成
• 勉強会の開催

Ｂ部会
（支え合いバッ
クアップ部会）

1. 広報
2. 人財育成
3. 支え合いのサービス創出（立

上・盛り上げ・底力アップ）
4. 活動場所・資金の創出
5. 支え合いのサービス創出

• 支え合い体験会の開催
• 市報記事の作成
• 公共施設利用状況調査
• 生活支援団体連絡会の開
催

支え合うきよせ委員会は、平成27年11月に清瀬市が立ち上げ、市内各種団体（社会福祉協議会
、地域包括支援センター、自治会、老人クラブ連合会、シルバー人材センター、商工会）の代
表者と、市民活動を実際に行っている健康づくり推進員、ＮＰＯやサロン関係者と生活支援コ
ーディネーターの15名が委員として活動しています。

第１層協議体について





次の展開へ

・清瀬市に１カ所しかなかった話し合いの場を３ヵ所に。
・身近な地域の生活課題や社会資源に気づき、情報交換ができる場に。
・住民からなる話し合いの場で、課題に気づき、生み出す場に。

平成27年11月～ 平成30年～









今後の進め方に関するポイント

毎回のテーマに沿って、地域

で起きている困りごとについ

て共有する

解決が必要な困りごとを見つ

ける

困りごとを解決するための資

源や知恵を情報交換する

既に行われていること（成功

例）を拡げる



困りごと、それぞれができることは？

①清水さんの困りごとに対して、
自身の団体でできることはなん
でしょう。

②自身の団体に関わらず、困りご
とを解決するいい知恵はありま
すか。

③最後に、自身が大切にしている
こと、取り組んでみたいことが
あれば教えてください。



知恵交換を進める上での確認

•地域の困りごとや課題解決に関する正解は１つ
ではありません。否定や批判をしないようにし
ましょう。

•それぞれの分野で活躍をしている皆さんがこの
場に参加しています。貴重な情報ですので、１
人が話しているときには、その方の話を聞きま
しょう。

•理想を言葉にすることで、想いが具体化されま
す。曖昧でかまいませんので、リラックスして
お話ください。


